
原子力災害に備えて、安定ヨウ素剤の事前配布説明会を開催します。
対象者には８月27日㈬から案内通知を郵送します。

対象者
市内在住で、次の①または②に当てはまる人
①安定ヨウ素剤を受け取っていない人
②所有している安定ヨウ素剤の使用期限が切れる人

持ち物
①整理券（案内通知に同封）
②チェックシート
　（案内通知に同封。記入したものをご持参ください）
③お薬手帳など服用中のお薬の名前がわかるもの

開催日程

対　象　地　区 日　時 場　所
白羽地区

9/20㈯

13：00～14：00

白羽小学校 体育館

御前崎地区 14：00～15：00

佐倉地区 15：00～16：00

比木地区 16：00～17：00

指定なし 17：00～19：30

朝比奈地区、新野地区

９/28㈰

10：00～11：00

第一小学校 体育館

高松地区 11：00～12：00

池新田地区 (中町、大山 ) 13：00～14：00

池新田地区 (東町、本町、早苗町 ) 14：00～15：00

指定なし 15：00～17：30

※お住まいの地区の説明会に参加できない場合は、別の日時にご参加ください。

照　会　危機管理課　☎０５３７�１１１９

事 前 布配 しますします

安 定 ヨ ウ 素 剤 をを

安定ヨウ素剤の効果
　安定ヨウ素剤は、医療用医薬品です。原子力災害時に放出されるおそれのある放射性物質の一つに、「放射
性ヨウ素」があります。安定ヨウ素剤を前もって服用することで、環境中に放出された放射性ヨウ素による甲状
腺の内部被ばくを抑えることができます。
　ただし、安定ヨウ素剤で、放射性ヨウ素以外の放射性物質による被ばくを抑えることはできません。安定ヨウ
素剤は、原子力災害時に国や県、市から指示があった場合に服用します。

　薬剤は御前崎市民全員に配布しますが、「WHO ガイドライン2017年版」には、40歳以上への薬剤服
用効果はほとんど期待できないとされています。しかし、40歳以上であっても、妊婦や授乳婦、妊娠を
希望する女性は、胎児および乳児に対する放射性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくの健康影響が大きい
ことから、薬剤の服用を優先すべき対象者とされています。

40歳以上の人の薬剤服用効果

事前配布は本年度
この期間のみです。 期
間外に配布することは
できません。
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